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Fig.3
磁化緩和の格子サイズ依存性
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Fig.2
磁化緩和の温度依存性
(L=16,n=20,SAMP=1000)
｢相転移研究の新手法とその応用｣
緩和の Iatticesize依存性をFig.3に示した｡本来､ トロツタ数に関する外
挿を行なわなければならないが､ここでは､簡単のため､n=8に固定して､各格子
サイズのデータを比較する｡温度はkT/J=1.0であ＼る｡格子サイズが小さい時､
(L=6､8)､緩和は非常に速い指数的減衰であり､格子サイズを大きくすると､
緩和はゆっくりとしたpow er decayに変わる｡つまり､格子サイズが大き
くなると､′古典的なゆっくりとした緩和となる｡
§4 まとめ
以上､2次元強磁性量子ⅩY模型に関して､モンテカルロ･フリップで定義古れる
ダイナミックスの下での緩和について､主に低温での結果を報告した｡格子を大きく
するにつれ､古典系での緩和の性質がみられるようになる事がわかった｡今後の課題
としては､Tc付近での緩和を古典系の場合と比較する予定である｡
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